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□ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

1 ．電力及び自動車燃料による二酸化炭素排出量の削減と同時に必要なだけの環境配慮

を行う。

またそれだけではなく、自分たちに出来ることは何かということまでしっかり把握し、現

状に対する課題を認識して始めることが、何より重要である。

２ ．廃棄ロスをなくす等廃棄物の発生抑制につとめます。

３ ．節水活動に努め、水資源使用の節減に努めます。

４ ．化学物質の適正管理に努めます。

５ ． 環境に配慮した製品・資材・サービスの購入及び当社の製品企画・開発においても、

これを推進いたします。

6 ．顧客ニーズに対応しつつ、ロスの出ない商品の提案に努める。

7 . 地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３．   この環境方針は全従業員に周知・徹底するとともに、

   　　これに沿った環境活動が出来る様、教育を進めます。

藤木廣志

１．　環境関連法規制や当社が約束したことを順守します。

2022年4月23日

　　　　　　　　　　　　

2020年2月1日

改定日：

代表取締役社長

制定日：

２．　以下の事項について環境目標・活動計画を定め、重点的に取り組みます

環境経営方針

フジプラテック株式会社は、昨今でますます深刻化の一途を辿る地球温暖化や地下資源の
枯渇といった環境問題が、経営において重要課題であるという認識の下に、製造を中心と
した事業活動において、環境負荷の低減を図る為に地域社会と共存し、全社一丸となって
安全を基盤とした環境経営の継続的改善を推進します。

大阪府八尾市のフジプラテック株式会社は、

射出成形 （成型）によるプラスチック製品の成形、試作およびプラスチック射出成形（成型）

金型の設計、製作まで一貫して行っております

試作、小ロット、量産品、アッセンブリーまでお客様のニーズに合わせて対応いたします

また他社金型のメンテナンスおよび不良品に対する適切なアドバイスや金型による品質改善を

提案いたしております

『貴方の想いを形にしたい。。。。。』

お客様の立場に立って同じ目線で共に考えサポートさせて頂く事が私共の日々の気持ちでありま
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□事業や製品（商品）の紹介

♦主要設備♦ 除湿熱風乾燥機
　　　　NEX-4000-36E（１８０Ｔ）　　　　　　ＦＮ６０００（２８０Ｔ） 　マルチジェット　（ＭＪ－３　１５０Ｊ）

Ｓｉ４５０－６Ｓ（４５０Ｔ）
　ＫＭ３６５ＢⅡ（３６５Ｔ）

（１） 名称及び代表者名
フジプラテック株式会社
代表取締役社長　藤木廣志

（２） 所在地
本　社 大阪府八尾市八尾木1丁目224番地

（３） 環境管理責任者氏名
責任者　藤木廣志 大阪府八尾市志紀町南4-87 TEL：090-1597-3003

（４） 事業内容

プラスチック製品の製造
主要製品：医療器具、娯楽部品、照明器具、スポーツ用品、床マット類

（５） 事業の規模

製品出荷額　　　　 10,243 万円
主要製品生産量 75 トン

本社 合計

4 4

218 218

（６） 事業年度 1月1日～12月31日

□認証・登録の対象組織・活動
登録事業者名： フジプラテック株式会社
対象事業所： 本社

活動： プラスチック製品の製造

延べ床面積　　　

従業員　　　　　

□組織の概要
（１） 名称及び代表者名

フジプラテック株式会社
代表取締役社長　藤木廣志

（２） 所在地
本　社 大阪府八尾市八尾木1丁目224番地

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者 藤木　廣志 大阪府八尾市志紀町南4-87 TEL：090-1597-3003

（４） 事業内容

プラスチック製品の製造

主要製品：医療器具、娯楽部品、照明器具、スポーツ用品、床マット類

（５） 事業の規模

製品出荷額 10098 万円

主要製品生産量 86 トン

本社 合計
4 3

218 218

（６） 事業年度 1月1日～12月31日

□認証・登録の対象組織・活動
登録事業者名： フジプラテック株式会社

対象事業所： 本社

活動： プラスチック製品の製造

従業員　　　　名

延べ床面積　　　㎡

（１） 名称及び代表者名
フジプラテック株式会社
代表取締役社長　藤木廣志

（２） 所在地
本　社 大阪府八尾市八尾木1丁目224番地

（３） 環境管理責任者氏名
責任者　藤木廣志 大阪府八尾市志紀町南4-87 TEL：090-1597-3003

（４） 事業内容

プラスチック製品の製造
主要製品：医療器具、娯楽部品、照明器具、スポーツ用品、床マット類

（５） 事業の規模

製品出荷額　　　　 10,098 万円
主要製品生産量 86 トン

本社 合計

3 3

218 218

（６） 事業年度 1月1日～12月31日

□認証・登録の対象組織・活動
登録事業者名： フジプラテック株式会社
対象事業所： 本社

活動： プラスチック製品の製造

延べ床面積　　　

従業員　　　　　
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境経営レポートの確認

環境管理責任者

・環境経営方針の策定・見直し

代表者（社長）
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境経営に関する統括責任

2019年4月1日

・環境管理責任者を任命

役割・責任・権限

部門長 ・自部門における環境経営方針の周知

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価

ＥＡ２１定例会議

従業員の集合

写真などをい

出荷部門

藤木綾子 藤木廣志宇都良平

藤木廣志

環境管理
責任者

藤木廣志

EA21
定例会議

事務部門 工場長

代表者
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□主な環境負荷の実績
単位
kg-CO2

kg
kg
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 関西電力会社の2017年の調整後の係数　
二酸化炭素総排出量にはＬＰガス・灯油使用に伴う排出量を含む

□主な環境負荷の実績

〇
〇

〇
〇
〇

〇
〇
✕
〇
〇
✕
〇

〇

91% 90%
1,376

128,427

8,262

270

91%

90%

969 1,391

1,604 1,586

91%

90%

90%

環境に配慮した生産活動
（不良品の削減）

kg 1,743 1,621 1,061

基準年度比 2014年 93% 61%

㎥ 229 211 191 208

基準年度比

92% 63% 91%

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 142,596 131,279 82,899 129,853

一般廃棄物の削減
kg 300 276 179 273

基準年度比 2014年 92% 59%

基準年度比 2015年 93% 28% 92%

自動車燃料による二酸
化炭素削減

kg-CO2 9,079 8,443 2,582 8,352

2024年
（目標）

1,529

電力による二酸化炭素
削減

kg-CO2 133,517 122,836 80,317 121,501 120,165

基準年度比 2014年 92% 60% 91% 90%

（基準年) （目標） （実績） （目標）
評
価

基準値 2022年 2023年

水使用量 299 180 191

　産業廃棄物排出量

8

　一般廃棄物排出量 299 176 179

979 969

78,800 83,469

2014年 92% 83% 91%

水道水の削減

kg 1,529 1,407

廃棄物排出量

項　目 2020年 2021年 2022年

二酸化炭素総排出量 81,898

廃プラの削減

206

原単位 kWh/万円 35.821 32.956 19.024 32.597 32.239

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

基準年度比 2014年

0.418
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□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2014年

2022年

●空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）
●不要照明の消灯
●機械の待機時間の短縮
（終業１時間前に乾燥機を切る）
●空気圧縮機のエア洩れ点検
（始業時に確認）
●作業改善・業務改善の推進
●最大需要電力を下げる
（ヒーターを時間差をつけてＯＮする）

24,424 25,869
17,44717,398

◯
・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） ◯

・作業改善・業務改善の推進（部門別活動計画書で運用） ◯
・空気圧縮機のエア洩れ点検 ◯

15,627 17,149 15,140 15,451 16,39015,065
21,294 32,131 26,224 29,379 26,909 30,137

16,271 15,243 15,191

　電気使用量は昨年よりわずかに増えたが、稼働時間がそれ以
上に増えている。無駄な電気は切る、その意識が無意識に出来て
いる１年だった。
　 ２０２３年度ＣＯ２目標値１２１，５０１Ｋｇ－ＣＯ２として継続的に
取組みを推進する。

15,775

数値目標

25,869 26,424 27,60726,453
12月11月10月9月8月7月6月5月4月3月2月1月

取組結果とその評価、次年度の取組計画達成状況

・不要照明の消灯 ◯
・機械の待機時間の短縮 ◯

0

10,000

20,000

30,000

40,000

電力（kWh） 2014年 2022年
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自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2015年

2022年

取組紹介欄

2015年

2022年

一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2014年

2022年

0 0 0 0

21

0 0

11月 12月
124307 216 248 170 107 125

10月

86

143

16 10

6月 7月 11月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

6月 7月 8月 9月

8月 9月 12月10月
25 25 25 25 25 25
15 21 11 7

25

38
102 114 111 133 202 117 178 112 120
46 82 109 70 24 95 94 66 44

131 123 126
73

6月 7月 8月 9月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

10月 11月 12月

◯

◯

◯

※ガソリン・軽油の合計
●アイドリングストップ
（トラック積込時都度フォークリフトのエンジンを切る）
●効率的なルートで配送
（隣接地域をまとめて配送）
●エリア別営業活動の見直し
●急加速・急停止の禁止

4月 5月

・エリア別営業活動の見直し

〇分別の徹底　　〇帳票見直しによる印刷物の削減　〇不要な資
料等をメモ替わりに再利用　　長年に渡り続けているために考えな
くても行動できるようになっている。無地の段ボールについては、
自社商品の梱包出荷に使用している。２０２３年度   ２７６Ｋｇとし
て継続的に取組みを推進する。

〇アイドリングストップ
〇効率的なルートで配送
〇エリア別営業活動の見直し
〇急加速・急停止の禁止については良好に保たれた一年であった。　ガ
ソリンは前年度の８７％軽油については、７４％に下がった。府内の仕事
を中心に移行するようにしたことで、輸送距離が大幅に減った。
２０２３年度ＣＯ２目標値８，３５２Ｋｇ－ＣＯ２として継続的に取組
みを推進する。

・アイドリングストップ

1月 2月

・分別の徹底 ◯
・シュレッダー廃紙のリサイクル化 ◯
・帳票見直しによる印刷物の削減 ◯

25 25 25 25 25
20 11 18 17 12

4月 5月3月1月 2月

達成状況

数値目標 ◯

数値目標 ◯

・梱包材の再利用 ◯

・効率的なルートで配送

1月 2月 3月 4月 5月

0 0 0 114 0
150 150 152 60 299

3月

※ガソリン・軽油の合計
●アイドリングストップ
（トラック積込時都度フォークリフトのエンジンを切る）
●効率的なルートで配送
（隣接地域をまとめて配送）
●エリア別営業活動の見直し
●急加速・急停止の禁止

0

100

200

300
ガソリン（L) 2015年 2022年

0

100

200

300

400
軽油（L) 2015年 2022年

0

10

20

30

一般廃棄物（kg） 2014年 2022年

●シュレッダー廃紙のリサイク

●帳票見直しによる印刷物の削減

（メールでのやり取りに移行）

●梱包材の再利用

（資材の指定のない場合・少量の場合等廃棄するものを利用）
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廃プラの削減

取組紹介欄

2014年

2022年

水道水の削減

取組紹介欄　　

2014年

2022年

122
7月

122105

4月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

8月 9月 10月

95 79 45 63

〇節水シールの貼り付けとポスター掲示　〇こまめな節水につい
ては　日々の中で意識が出来ている。　７，８月ホースはずれで使
用量が増えたものの、冷風扇を導入したことで、ＣＯ２削減にはか
なり貢献している。２０２３年度   ２０８㎥として継続的に取組みを
推進する。

6月 7月 8月 9月 12月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

73

8 9 12 13 16

1月 2月

17 29 29
23 22

10月 11月
22 22 17 17
16 16 13 13

2117
5月
2214 14 18

3月

113 64
116 136

11月 12月
165 100

6月

数値目標 ◎
・作業ミスによる廃棄量の削減 ◯
・テスト品の原料・製品の持ち帰り ◯
・リサイクル業者の開拓 ◯

1月

達成状況

◯
・節水シールの貼り付けとポスター掲示

◯
0
・こまめな節水 ◯

◯
・節水弁取り付け

一部機械が増えたこと、福利厚生の一環として
昼の食事作りの補助をしている為、減らすことが困難

2月 3月 4月 5月

57 64 120 106 90
137 147 153 163 120

達成状況

数値目標

●作業ミスによる廃棄量の削減

条件・作業工程の見直しに力を入れる。

●テスト品の原料・製品の持ち帰り

0

10

20

30

40 水道水（㎥） 2014年 2022年

0

50

100

150

200
プラスチック産業廃棄物（kg） 2014年 2022年

作業ミスによる廃棄量の削減については、条件・作業工程見直し

と共に担当者従事として、不良品の出にくい状況を作り上げた。

チラーによる製品の安定も大きい。２０２３年度 １，３９１Ｋｇとし
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洗浄剤使用量削減

取組紹介欄

環境に配慮した生産活動（不良品の削減）

取組紹介欄　　　

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

蒸発を避けるためペットボトルで少量を移して保管。ウエスを小さ
くし、含む量を減らせた。・有害性物質の表示の徹底 ◯

・容器の蓋の徹底 ◯
・作業ミスによる使用量増加の抑制 ◯

数値目標 ○
達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

・代替物質の検討 ◯

・テスト品の原料・製品の持ち帰り ◯
・クレーム率の低減 ◯
・原料ロスの低減 ◯

●テスト品の原料・製品の持ち帰り
   （テスト持ち込み会社に受ける時に了承して頂く）
●原料ロスの低減
　（同種・同色樹脂で成形できるように予定を立てる）
  （立ち上げ時金型をよく拭き、油やごみによる不良を減らす。）
●クレーム率の低減
　（引き継ぎ時に正確に不良限度を伝達する。）

◯今までは成形条件出しの向上のためにテストのみの仕事もして

いたが、後半からは原料ロスを考え受けないようにした。

◯得意先様より量をまとめて頂き、色替えロスが少なくなった。２０

２３年度 １，６０４Ｋｇとして継続的に取組みを推進する。

有害性

ペットボトル

に少量入れ

蓋を閉める
先の布に含

ませ製品に

蒸発を避けるため当日使用する分だけを、ペットボトルに少量

を移して使用する。ウエスを小さくして含む量を減らした。２０２３

年度は使用量が少ないので、現状維持とする。
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

□外部からの環境上の苦情・要望等

□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■見　学：

■実施内容： ☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

　　　避難訓練　　　　　　　　　　　　　初期消火訓練　消火器　　　　　　　救命処置訓練

緊急事態の想定： 油流出事故の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子
灯油をポリタンクに移す際にこぼした。
油取り洗剤をつけブラシで掃除
ウエスで拭き取る。

適用される事項（施設・物質・事業活動等）
産業廃棄物（廃プラ、廃油等）水銀廃棄物の適正処理廃棄物処理法

適用される法規制

消防法（危険物）
フロン排出抑制法

2022/1/14 工場内
宇都良平　藤木綾子　藤木廣志

・流出事故対応、

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

危険物の保管

顧客要求事項 品質管理　
スポットクーラー（簡易点検３カ月に１回）・廃フロンの適正処理

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

社用車（２ｔトラック１台）

騒音規制法
振動規制法
自動車ＮＯｘ・ＰＭ法

空気圧縮機・射出成形機　

通常の油より工程も少なく、簡単に処理していた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2022/11/7 八尾商工会議所

建物内において出火、燃焼拡大により、逃げ遅れ1名が発生したとの想定。
　　⑴　八尾商工会議所職員による通報、初期消火、避難誘導、救命処置訓練
　　⑵　消防隊による消火、救出訓練
　　⑶　消防団による情報収集び消火訓練

　　　藤木　廣志　藤木　綾子　　　八尾市民多数

空気圧縮機・射出成形機　

地域住民からの苦情・要望は無

あまり近くでは見ることはできなかったが、行き慣れている商工会での火災訓練ということもあり、敷地内のこと

も解っているので参考になった。訓練でも戸惑っている方もあり、これが今実際に起きていたら。。。 訓練の必
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□代表者による全体の評価と見直し・指示

実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり
実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

□これまでの環境活動の紹介

令和4年度クリーン・キャンペーンを実施されました！！
　　　　　環境美化について市民や事業者の意識を一層高め、散乱ごみや不法屋外広告物等のない
　　　　　きれいなまちづくりを推進するため、八尾をきれいにする運動推進本部が主催となり、
　　　　　9月5日（月）～11日（日）の期間に清掃するキャンペーンを実施されました。
　　　　　　　　当社も微力ながらその時期に合わせ工場周辺の道路、駐車場の掃除を行ないました。

□編集後記

2023年3月4日

今年度売り上げは前年度の１５％ＵＰを果たしている。コロナ前の売り上げに回復した。効率の良い成形予定と不

良率の削減・出来る限りのアクションがとれたことにより、稼働時間は増えたものの

①電力によるＣＯ２削減は昨年度に引き続き基準年度の６０％と大幅な改善がみられた。前年度同様にこの１年間確

実に継続が出来ている。 最大需要電力も８９ＫＷ➡７５ＫＷと大幅にさげることができた。日々の意識があるからだ

と思う。引き続き注意をはらい少しでも下げたい。

➁自動車燃料によるＣＯ２削減は基準年度の２８％と大幅な改善がみられた。前年度以上に同一方向での混載納

入・荷物の出し入れのスムーズ化が定着してきた。リフトのガソリン月５０リットルまでを目標にあげたことで、使用量

を気にかけるようになったことも効果があった。

➂一般廃棄物も新聞紙と共に段ボールコピー用紙等は廃品回収に出すように整理することに心掛けた。来年度は不

必要なＦＡＸが出ないように、ＰＣに取り込むようにした。

④廃プラ・不良品の削減は得意先に出来る限り数量をまとめて頂き、ロスを減らした。今年度も製品別に担当者を決

めたことで不良品クレームが減少し、廃プラ・不良品の削減にもつながった。

エコアクション２１に挑戦し登録できたことで、地球の温暖化や異常気象について考えるようになった事はこれか

らの時代を後世に残すためにも、絶対不可欠で必要なことだと感じさせてくれた。コロナ過の中仕事は伸び悩ん

ではいるが、自社商品の開発に前向きに取り組み、地球にやさしい商品を作りたいと思っている。
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